
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

学校全体の体力テストの現状と課題として、 

・高学年の結果より持久力が市平均を大きく 

 下回っている 

・持久力等の向上に向けて、意欲的に運動に 

取り組むことができる授業づくり 

が挙げられる。 

 上記の現状と課題を踏まえ、持久力の向上を

図る取組や、子どもが夢中になって運動に取り

組むことができる授業づくりを実践していく

ことが大切であると考え、マラソン大会や体育

科の授業で実践していくことにした。 

１２月に行われるマラソン大会に向けて、

２週間のマラソン練習「８分間走」を行った。

短時間の帯時間を設定することで集中的か

つ継続的に行い、持久力の向上を図った。 

 また、走った周回数を「マラソンカード」

に記録するとともに、周回数によって到達地

を示すことで、意欲的に取り組むことができ

るようにした。少しでも記録を伸ばそうと休

み時間にも練習に励む子どもの姿を見るこ

とができた。 

本校は全校児童数が少なく、人数的にも発

達段階的にも各学年で体育科の授業を行う

ことが難しい。そこで、体育科の授業を全校

体制で実施し、学年に関係なく発達段階に応

じて習熟度別にグループを分けて授業を行

うことにした。基本的に、子どもの技能に応

じて三つのグループに分けて実践している。

また、適宜編制を変えている。 

 水泳の授業では、学ぶ内容（指導する内容）

が充実し、また、同じ技能の仲間と意欲的に

競い合って取り組み、高め合った。はじめは

気持ちが乗らなかった子どもも笑顔で臨む

ようになっていった。自分の技能に合わせた

グループで取り組み効率的に学ぶことがで

き、技能の伸長が大きくなってきている。ま

た、技能が向上することで、意欲的に取り組

むことにもつながってきている。 

昨年度まで全校遊びを実施し、運動する機

会を意図的に設けていたが、今年度は実践す

ることができていない。学校として、授業以

外で運動の機会をもつことができるよう次年

度以降実践していきたい。 

 マラソン大会では、子ども一人一人が自分

の目標を達成するために努力し、大幅に記録

を伸ばすことができた。また習熟度別で取り

組んだことで、個に合った取組ができるよう

になり、意欲的に体育の授業に取り組むこと

ができた。人数が少ないことを強みとした今

年度の取組に手ごたえを感じている。次年度

も継続して行い、子どもが主体的に運動に取

り組むことができるよう実践していきたい。 

【習熟度別での授業の様子】 

【マラソンカード】 
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